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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

村
上
旬
平
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
障
害
者

歯
科
治
療
部
助
教
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

２
月
度
生
涯
研
修

知
っ
て
お
こ
う
！
考
え
よ
う
！
発
達
障
害　

安
心
で

き
る
歯
科
医
療
を
め
ざ
し
て

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

高
津
兆
雄
氏
（
旭
区
開
業
、
前
大
阪
歯
科
大
学
歯
周

病
学
講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
無
料　

未
入
会
者
各
１
万
円

内
容　

指
導
管
理
と
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

大
阪
市
北
部
地
区
、
大
阪
市
東
部
地
区
、
南
河
内
地
区

歯
周
治
療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座〈
３
回
目
〉

日
時　

１
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

持
参
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

※
持
参
物
の
貸
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込
者
に
は
、
開
催
要

項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

２
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
実
習
は
「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使

用
し
ま
す
。

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」基
礎
編

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

レ
セ
コ
ン
の
カ
ル
テ
作
成
機
能
は
個
別
指
導
の

現
場
で
通
用
す
る
か

日
時　

１
月
25
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
・
家
族
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座
―
決
算
編

290

絵　藤田　進 （河内長野市）

美味しい鱧
利森　仁（旭区）

　

「
美
味
し
い
鱧
（
ハ
モ
）、

食
べ
さ
せ
た
る
」。
そ
の
言

葉
が
、
僕
が
初
め
て「
沼
島
」

（
ぬ
し
ま
）に
行
く
こ
と
に
な

っ
た
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

「
離
島
診
療
」
の
た
め
に

ス
タ
ッ
フ
と
通
い
始
め
、
早

く
も
２
年
が
経
っ
た
。
大
阪

市
内
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
を

渡
り
、
淡
路
島
の
南
の
端
に

あ
る
土
生（
は
ぶ
）港
ま
で
約

２
時
間
、
土
生
港
か
ら
沼
島

港
ま
で
定
期
船
に
乗
り
換
え

約
10
分
。
往
復
４
時
間
以
上

の
道
の
り
を
毎
週
で
あ
る
。

　

「
沼
島
」
は
、
周
囲
９
・

53
㌔
㍍
、
人
口
約
５
０
０

人
。
病
院
も
警
察
も
な
い

が
、
郵
便
局
は
あ
る
と
う
い

う
小
さ
な
離
島
で
あ
る
。
当

然
、
原
チ
ャ
リ
は
〝
ノ
ー
ヘ

ル
〞。
島
民
の
ほ
と
ん
ど
が

漁
師
で
威
勢
が
い
い
が
、
皆

温
か
い
。　
　

　

僕
が
い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
老
夫
婦
は
、
夫
婦

船（
め
お
と
ぶ
ね
）で
鯵
（
ア

ジ
）
漁
を
し
て
い
て
最
高
の

笑
顔
の
持
ち
主
で
あ
る
。
診

療
所
の
前
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
い
る
と
、
老
人
会
の

会
長
さ
ん
が
「
老
人
会
」
と

書
い
た
大
き
な
テ
ン
ト
を
い

ち
早
く
持
っ
て
来
て
く
れ
た

り
、
通
る
人
皆
が
参
加
し
て

く
れ
る
。

　

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
海
を
見

て
い
る
障
害
の
あ
る
子
に
、

誰
も
が
気
さ
く
に
話
し
か

け
、
決
し
て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

に
し
な
い
。
一
つ
の
家
み
た

い
な
場
所
で
あ
る
。 

　

た
ま
に
僕
の
子
ど
も
を
連

れ
て
行
く
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
ち
ょ
う
ど
い
い

小
旅
行
の
距
離
で
、
い
つ
も

大
は
し
ゃ
ぎ
で
あ
る
。
島
で

は
野
山
を
駆
け
巡
り
、
虫
や

カ
ニ
を
捕
ま
え
、
海
で
は
海

水
浴
や
釣
り
に
没
頭
し
、
昼

飯
は
持
参
し
た
肉
と
通
り
が

か
り
の
島
民
か
ら
も
ら
う
イ

カ
や
魚
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

食
べ
る
。

　

ま
さ
に
天
国
で
あ
る
。
一

度
行
っ
た
友
達
は
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
ら
し
い
が
、

車
の
座
席
の
数
と
相
談
し
て

誰
と
一
緒
に
行
こ
う
か
と
考

え
、
次
は
バ
ス
で
も
借
り
よ

う
か
と
息
子
と
話
し
合
っ
て

い
る
。

　

環
境
は
天
国
だ
が
、
医
療

面
で
は
非
常
に
不
便
で
あ

る
。
高
齢
化
の
進
む
な
か
、

緊
急
対
応
す
る
病
院
が
な

い
。
歯
科
治
療
を
行
う
に

も
、
救
急
車
を
呼
べ
な
い
環

境
で
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
項
目
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ

の
た
め
に
私
自
身
で
出
来
る

救
急
医
療
や
外
科
を
ど
ん
欲

に
学
び
備
え
て
き
た
。

　

困
難
も
あ
る
が
、「
環
境
」

と
「
人
柄
」
に
惚
れ
、
遠
く

離
れ
た
島
に
診
療
所
を
建
て

る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ

る
。
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　

利
森
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
加
藤

雅
勇
先
生
（
西
淀
川
区
）
で

す
。

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
藤
井
寺
市
小
山

４
―
15
―
27
（
近
鉄
南
大
阪

線
「
藤
井
寺
」
駅
か
ら
徒
歩

10
分
）。

【
条
件
等
】
チ
ェ
ア
３
台

等
、
デ
ン
タ
ル
・
セ
フ
ァ
ロ

付
パ
ノ
ラ
マ
。
95
平
方
㍍

【
金
額
】
家
賃
21
万
５
千

円
、
共
益
費
５
千
円
、
敷
金

１
カ
月
、
礼
金
２
カ
月
。

※ 

貸
与
期
間
は
平
成
26
年
４

月
か
ら
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。協
会
は
紹
介
の
み
で
、

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件
な

ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お

願
い
し
ま
す
。

剤
の
使
用
方
法
な
ど
も
含
め

様
々
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い

る
。

　

本
講
演
で
は
、
歯
科
医
院

に
お
け
る
偶
発
症
に
つ
い
て

解
説
し
、
重
症
偶
発
症
を
予

防
す
る
方
策
と
、
万
が
一
に

も
治
療
中
に
重
篤
な
偶
発
症

が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
方

法
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
診

療
中
の
患
者
さ
ん
が
デ
ン
タ

ル
チ
ェ
ア
上
で
心
停
止
を
お

こ
し
た
と
き
の
心
肺
蘇
生
法

や
、
補
綴
物
な
ど
の
誤
嚥
に

よ
る
気
道
閉
塞
の
解
除
方
法

に
つ
い
て
、
実
際
の
歯
科
環

境
に
即
し
た
実
践
的
な
方
法

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

日
時　

１
月
19
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

会
費　

会

員
３
千
円　

未
入
会
１
万
円

し
て
も
、
心
肺
蘇
生
を
具
体

的
に
ど
こ
で
行
う
の
か
と
い

う
こ
と
す
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
。
小
児
患
者
で
ロ
ー
ル
ワ

ッ
テ
に
よ
る
気
道
閉
塞
で
亡

く
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
が
、

治
療
中
に
発
生
し
た
補
綴
物

や
治
療
器
具
、
抜
去
歯
牙
な

ど
に
よ
る
気
道
閉
塞
は
一
般

的
に
行
わ
れ
て
い
る
救
命
処

置
の
想
定
範
囲
外
で
あ
る
。

後
ろ
か
ら
抱
え
込
む
腹
部
突

き
上
げ
（
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク

法
）
は
施
行
で
き
な
い
。
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任

は
問
わ
れ
る
が
、
酸
素
や
薬

て
い
る
。
そ
の
た
め
歯
科
で

も
救
命
処
置
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
一
次

救
命
処
置
が
日
本
に
も
導
入

さ
れ
た
。
歯
科
医
師
の
間
に

も
広
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
る
一
次
救
命
処
置
は
日

常
生
活
に
お
い
て
発
生
し
た

緊
急
事
態
に
対
処
す
る
も
の

で
、
偶
発
症
予
防
の
概
念
を

含
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
に
歯

科
医
院
の
環
境
に
即
し
て
い

な
い
。
実
際
に
、
歯
科
治
療

中
に
心
肺
停
止
症
例
が
発
生

　

近
年
、
社
会
の
高
齢
化
に

伴
い
様
々
な
全
身
合
併
症
を

有
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
８

０
２
０
運
動
が
普
及
し
て
、

多
数
の
歯
牙
を
有
す
る
高
齢

者
が
増
え
て
お
り
、
抜
歯
や

抜
髄
処
置
の
よ
う
な
侵
襲
的

な
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

普
及
に
よ
り
高
齢
で
も
侵
襲

的
な
外
科
処
置
を
受
け
る
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
社
会
背
景
と
し
て
、

歯
科
治
療
中
に
発
生
し
た
医

療
事
故
に
対
し
て
厳
し
く
責

任
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

１月度生涯
研修抄録

歯
科
医
院
に
お
け
る

偶
発
症
の
予
防
と
救
命
処
置

横
山
武
志
氏
（
九
州
大
学
歯
学
部
麻
酔
学
教
室
教
授
）

「福祉国家構想研究会」西日本公開研究会　大阪初開催！

いま、対抗構想を考える！安倍政権の新自由主義構造改革とは何か

問い合わせ先　豊島区南大塚２－33－10　東京労働会館５階　東京自治問題研究所 　 
TEL：03－5976－2571  FAX：03－5976－2573　mail：jimukyoku@tokyo-jichiken.org

【講演１】渡辺 治（一橋大学名誉教授）
　 「安倍改憲のめざす日本と対抗する平和の構想～集団的自衛権、秘密保護法、解釈改憲の策動
にいかに立ち向かうか？」

【講演２】岡田 知弘（京都大学教授）
　「構造改革路線の再起動と地方自治～TPPと道州制・大阪都構想への批判と対抗軸」
開会あいさつ　後藤道夫（都留文科大学名誉教授）
閉会あいさつ　二宮厚美（神戸大学名誉教授）
12月23日（月・祝日） 13：00～17：00
エル・おおさか　大会議室　定員200名　先着順
※資料代千円、事前の申込は不要です
　主催　福祉国家構想研究会


